
学ぶということ
先日、インターネットのニュース記事で、インドの９２歳の女性の方が、生まれて初めて学校に

通い始め、「読み書き」を習得したことが取り上げられていました。素晴らしいことですよね。義務

教育制度が行き渡っている日本では、なかなか考えられないことです。皆さんはどう思いますか。

記事を読んでみてください。

インドの９２歳女性、初めて通学し読み書き習得

インドで９２歳の女性が生まれて初めて学校に通い読み書きを習得し

たと、現地で話題になっている。

サリマ・カーン（Salima Khan）さんは1931年ごろに生まれ、英国か

らインドが独立する２年前に１４歳で結婚した。

出身地の北部ウッタルプラデシュ（Uttar Pradesh）州ブランドシャ

ール（Bulandshahr）の村には当時学校がなく、読み書きの習得はカ

ーンさんにとって生涯の夢となった。

そんなカーンさんが、自分より８０歳も若い児童らと肩を並べて勉強を始めたのは約半年前。

孫の妻に付き添ってもらいながら通学している。

カーンさんが１から100まで数える動画がソーシャルメディアで拡散すると、現地で一躍話題

となった。「私はお札を数えることができなかったので、孫たちはよくごまかして小遣いを多くもら

おうとしていました」とカーンさんは主要紙タイムズ・オブ・インディアに語った。「そんな日々はも

う終わったのです」

地元の教育行政担当官ラクシュミ・パンディ（Lakshmi Pandey）氏は、カーンさんの話を聞

き、「知識の追求に年齢制限はないという信念が一層強まった」とAFPに語った。パンディ氏によ

ると、政府の教育プログラムのボランティアが、カーンさんに学校へ行くよう勧めたという。

カーンさんの通学先の校長によると、教師は当初、カーンさんに教えることを「ためらった」も

のの、学ぼうとする「情熱」に心を動かされた。さらに、カーンさんが通学を始めて以来、同じ村

の他の女性たちも刺激を受け、２５人が識字教室に通い始めた。カーンさんの義理の娘２人も出

席しているという。

ギネス世界記録（Guinness World Records）では、ケニア独立戦争の元闘士、故キマニ・

マルゲ（Kimani Ng'ang'a Maruge）さんが最高齢で小学校を卒業した人物として掲載され

ている。マルゲさんは2004年、８４歳で入学した。 （９月２７日 ＡＦＰ時事）

日本でも戦前や戦後、なかなか学校（小学校、中学校）に通うことができない子どもたちがた

くさんいました。1945年の敗戦後、経済的に困窮し、子どもが「労働力」としてあてにされた家

庭もたくさんありました。学校に通うどころではなく、働いていたのです。また当時は教科書が無

償ではなく、教科書代が大きな負担になっていました。部落の人たちが中心になって立ち上が

り、1961年から「教科書無償化運動」が始まりました。法律が整備され、全国の小中学校で教

科書が無償になったのは1969年のことなのです。そして徐々に義務教育制度が行き渡り、ほぼ

100％の子どもたちが学校に通い、勉強することができるようになったのです。

しかし世界を見渡せば、学校が不足し、貧困や紛争、戦争などが原因でまともに教育を受け

られない子どもたちがたくさんいます。女性には教育は必要ないとする国（政権）すらあります。

学校に通っていない子どもは、世界で約２億６千万人いるそうです。３人に１人の子どもが学校

に通うことができていない国もあります。

今の環境、学ぶことが当たり前にできることに感謝し、自分を高め、将来の可能性を広げ、より

良い社会をつくる一員になるために、コツコツと学んでいきましょう。「知識は財産」です。

勉強するから、何をしたいか分かる。勉強しないから、何をしたいか分からない。

（ビートたけし）

学べば学ぶほど、自分がどれだけ無知であるか思い知らされる。自分の無知に気づけば気づ

くほど、より一層学びたくなる。 （アルベルト・アインシュタイン）

研究授業（第３回目）を行いました
２７日（水）の６時間目、第３回目の研究授業を行いました。各学年毎に、３名の先生が授業を

行い、学年の先生方が参観しました。門真市教育委員会の方も参観に来られました。

1年生は下元先生が１組で英語の授業、2年生は海保先生が１組で国語の授業、3年生は相

見先生が１組で数学の授業を行いました。みんな一生懸命勉強していましたね。授業終了後、そ

れぞれ研究討議を行い、授業のふり返り、良かったところやこうすればもっと良くなるのではな

ど、先生たちで意見交換を行いました。協力してくれた各クラスの皆さん、ありがとう。

今後もより良い授業づくりをめざして、研究していきたいと思います。次回は１１月に研究授業

を行います。これからも授業を大切にし、コツコツ学んでいきましょう。

中間テストが近づいています！ 頑張れ、四中生！ 「継続は力なり」

（下元先生：英語・１－１） （海保先生：国語・２－１） （相見先生：数学・３－１）
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